
狩
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本

美

加

は

じ

め

に

十
六
世
紀
半
ば
、
日
本
と
西
洋
と
の
交
流
が
始
ま
る
と
、
日
本
人
は
遠
い
異
国
か
ら
や
っ
て
く
る
人
々
お
よ
び
文
物
に
好
奇
の
目
を
注

ぎ
、
そ
の
華
や
か
な
姿
や
目
新
し
い
品
物
を
絵
画
に
と
ど
め
世
に
知
ら
し
め
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
て
描
か
れ
た
の
が
、
南
蛮
人
の
姿
や

船
を
描
い
た
南
蛮
鬟
風
と
呼
ば
れ
る
風
俗
画
で
あ
る
。
南
蛮
鬟
風
の
大
多
数
が
十
六
世
紀
末
か
ら
鎖
国
の
完
成
す
る
十
七
世
紀
半
ば
ま
で

に
制
作
さ
れ
て
お
り
、
わ
ず
か
な
期
間
の
制
作
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
残
さ
れ
た
作
品
が
当
時
の
風
俗
画
の
中
で
群
を
抜
い
て
数
が
多
い
の

も
、
西
洋
に
対
す
る
興
味
と
好
奇
心
の
高
さ
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

岡
本
良
知
氏
と
高
見
沢
忠
雄
氏
に
よ
る
南
蛮
鬟
風
研
究
の
集
大
成
と
も
言
う
べ
き
著
書
『
南
蛮
鬟
風
』盧
が
発
刊
さ
れ
て
か
ら
三
十
年

の
月
日
が
流
れ
た
。
特
に
、
高
見
沢
氏
が
提
唱
し
た
作
品
の
景
観
に
よ
る
分
類
法
（
後
述
）
は
画
期
的
な
も
の
で
、
今
も
な
お
南
蛮
鬟
風

研
究
の
ひ
と
つ
の
指
針
と
な
っ
て
い
る
。

同
書
の
発
刊
以
後
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
考
察
が
加
え
ら
れ
、
南
蛮
鬟
風
の
制
作
時
期
や
制
作
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作

品
の
関
係
な
ど
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
同
時
に
、
所
蔵
者
の
変
更
あ
る
い
は
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
た
作
品
や
、
逆
に

新
た
に
発
見
さ
れ
同
書
に
未
掲
載
の
作
品
も
あ
り
、
高
見
沢
氏
の
体
系
的
な
分
類
表
も
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
二
〇
〇

三
一



三
年
、『
美
学
論
究
』
に
お
い
て
狩
野
内
膳
筆
と
さ
れ
る
作
品
群
を
考
察
し
た
盪
。

こ
こ
で
、
今
一
度
南
蛮
鬟
風
の
全
貌
を
見
直
し
、
あ
ら
た
に
作
品
を
整
理
分
類
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
同
書
に
未

掲
載
の
南
蛮
鬟
風
を
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
南
蛮
鬟
風
を
再
分
類
す
る
際
の
一
材
料
と
し
て
紹
介
し
た
い
。

（
一
）

一
般
に
南
蛮
鬟
風
と
呼
ば
れ
る
作
品
は
、
日
本
を
訪
れ
た
南
蛮
船
や
南
蛮
人
の
様
子
、
あ
る
い
は
外
国
の
風
景
を
、
日
本
人
絵
師
が
日

本
の
画
法
で
描
い
た
鬟
風
を
指
す
。
そ
の
画
題
か
ら
「
南
蛮
人
渡
来
図
」
鬟
風
あ
る
い
は
「
南
蛮
人
交
易
図
」
鬟
風
と
呼
ぶ
方
が
よ
り
適

切
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

現
在
は
約
七
十
点
の
南
蛮
鬟
風
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
高
見
沢
忠
雄
氏
は
そ
れ
ら
を
ま
ず
景
観
か
ら
大
き
く
三
つ
に
分
類
し
、
更
に

筆
者
の
系
統
や
制
作
時
期
も
踏
ま
え
て
整
理
し
、
図
表
化
し
た
蘯
。
第
一
類
は
、
左
隻
に
日
本
に
入
港
す
る
南
蛮
船
と
荷
揚
げ
の
様
子
、

右
隻
に
日
本
の
町
並
と
南
蛮
人
一
行
を
描
い
た
も
の
。
第
二
類
は
、
左
隻
に
異
国
の
情
景
と
出
港
す
る
南
蛮
船
、
右
隻
に
入
港
す
る
南
蛮

船
と
日
本
の
町
並
お
よ
び
南
蛮
人
一
行
を
描
い
た
も
の
。
第
三
類
は
、
右
隻
は
第
二
類
の
右
隻
と
同
様
で
あ
る
が
、
左
隻
に
は
南
蛮
船
が

登
場
せ
ず
、
異
国
で
の
遊
楽
と
調
馬
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
に
は
例
外
的
な
作
品
も
存
在
す
る
が
、
概
ね
こ
の
分
類
に
当
て
は
め
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
二
）

今
回
目
に
し
た
南
蛮
鬟
風
（
個
人
蔵
）（
図
１
）
は
六
曲
一
隻
で
、
異
国
の
情
景
と
帆
を
張
っ
て
出
港
し
よ
う
と
し
て
い
る
南
蛮
船
が

狩
野
内
膳
系
南
蛮
鬟
風
に
つ
い
て
の
一
考
察
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描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
景
観
か
ら
第
二
類
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
高
見
沢
氏
の
分
類
お
よ
び
他
の
作
品
と
の
比
較
に
よ
っ
て

左
隻
に
相
当
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

現
存
す
る
南
蛮
鬟
風
の
半
数
以
上
は
第
一
類
に
相
当
す
る
が
、
類
型
ご
と
に
作
品
を
比
較
し
た
時
、
最
も
類
似
性
が
高
い
の
は
第
二
類

の
作
品
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
作
品
同
士
の
強
い
関
連
性
を
感
じ
る
。

こ
こ
で
、
第
二
類
の
主
要
な
作
品
を
紹
介
し
て
お
く
。
岡
本
氏
・
高
見
沢
氏
共
著
の
『
南
蛮
鬟
風
』盻
で
は
、
残
欠
も
含
め
約
十
点
が

第
二
類
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
新
た
に
発
見
さ
れ
た
作
品
（
西
蓮
寺
蔵
）
も
こ
の
類
型
に
位
置
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
中
で
代
表
作
は
、
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
の
作
品
（
図
２
）（
以
下
、
神
戸
市
博
本
と
記
す
）
で
あ
る
。
右
隻
、
左
隻
い
ず
れ
か
に
重

点
を
置
き
す
ぎ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
、
い
ず
れ
の
隻
も
人
物
と
建
物
の
関
係
な
ど
構
図
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
ほ
か
、
人
物

や
動
物
の
姿
態
も
正
確
で
あ
り
、
細
部
ま
で
丁
寧
に
描
き
込
ん
で
あ
る
描
写
力
は
高
く
評
さ
れ
よ
う
。

第
二
類
の
作
品
は
、
他
の
類
型
に
比
べ
構
図
や
図
様
の
類
似
性
が
高
い
の
が
特
徴
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
描
写
力
の
優
れ
た
神
戸
市

博
本
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
し
得
る
。
ま
た
、
筆
者
の
落
款
や
印
章
を
有
す
る
作
品
が
多
い
の
も
こ
の
類
型
の
特
徴

で
あ
り
、
神
戸
市
博
本
を
含
め
、
川
西
家
旧
蔵
の
も
の
眈
（
以
下
、
川
西
家
本
と
記
す
）、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
補
償

基
金
旧
蔵
の
も
の
眇
（
以
下
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
と
記
す
）、
リ
ス
ボ
ン
国
立
古
美
術
館
蔵
の
も
の
（
以
下
、
リ
ス
ボ
ン
本
と
記
す
）
の
計

四
点
に
、
狩
野
内
膳
（
一
五
七
〇
〜
一
六
一
六
）
の
落
款
あ
る
い
は
印
章
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
一
般
に
は
い
ず
れ
も
「
狩
野
内
膳

筆
南
蛮
鬟
風
」
と
称
さ
れ
る
が
、
そ
の
絵
画
的
特
徴
と
内
膳
の
基
準
作
と
さ
れ
る
「
豊
国
祭
礼
図
」（
豊
国
神
社
蔵
）
と
の
詳
細
な
比
較

を
試
み
た
結
果
、
神
戸
市
博
本
の
み
を
「
豊
国
祭
礼
図
」
な
ど
と
同
様
に
、「
狩
野
内
膳
筆
」
と
す
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
か
ら
、
神
戸
市
博

本
の
制
作
年
代
は
、
描
か
れ
た
図
様
と
「
豊
国
祭
礼
図
」
の
制
作
時
期
を
考
慮
し
た
結
果
、
慶
長
二
〜
八
（
一
五
九
七
〜
一
六
〇
三
）
年
頃

と
推
定
可
能
で
あ
る
眄
。

次
に
、
そ
れ
ら
と
は
や
や
隔
た
り
の
あ
る
絵
画
様
式
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
内
膳
に
近
い
絵
師
の
手
に
よ
る
こ
と
か
ら
、
川
西
家
本

狩
野
内
膳
系
南
蛮
鬟
風
に
つ
い
て
の
一
考
察
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と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
を
「
狩
野
内
膳
様
」
と
呼
び
、
さ
ら
に
、
よ
り
一
層
神
戸
市
博
本
と
の
隔
た
り
が
感
じ
ら
れ
る
リ
ス
ボ
ン
本
と
、
落
款

・
印
章
を
持
た
な
い
残
り
の
第
二
類
の
作
品
を
、
内
膳
筆
か
ら
内
膳
工
房
作
へ
と
銘
打
つ
よ
う
に
な
る
過
渡
期
の
作
品
と
し
て
と
ら
え
、

「
狩
野
内
膳
系
」
と
呼
ぶ
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
る
眩
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
神
戸
市
博
本
よ
り
制
作
年
代
が
遅
れ
る
こ
と
も
示

し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
今
回
新
出
の
南
蛮
鬟
風
を
、
他
の
第
二
類
の
作
品
、
特
に
神
戸
市
博
本
と
の
比
較
を
中
心
に
し
な
が
ら
紹
介
し
た
い
。

（
三
）

今
回
紹
介
す
る
南
蛮
鬟
風
（
図
１
）
は
、
堺
市
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
南
蛮
―
東
西
交
流
の
精
華
―
」（
平
成
十
五
年
五
月

二
日
〜
六
月
一
日
）
に
出
展
さ
れ
た
個
人
蔵
の
作
品
で
あ
る
眤
。

大
き
さ
は
縦
一
五
二
・
〇
セ
ン
チ
、
横
三
六
三
・
〇
セ
ン
チ
で
、
現
在
は
六
曲
一
隻
（
左
隻
）
だ
が
戦
前
ま
で
は
右
隻
も
存
在
し
て
い

た
ら
し
い
。
落
款
・
印
章
は
認
め
ら
れ
な
い
。

ま
ず
画
面
全
体
を
広
い
視
野
で
眺
め
る
と
、
雲
や
地
面
が
金
箔
の
全
面
貼
り
で
は
な
く
、
金
銀
の
切
箔
を
散
ら
し
て
あ
る
こ
と
に
気
づ

く
。
他
の
第
二
類
の
作
品
に
は
例
を
見
な
い
技
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
ま
ず
は
本
作
品
の
構
図
と
図
様
を
確
認
し

て
い
く
。

画
面
左
端
に
中
国
風
の
館
が
あ
る
が
、
第
二
類
の
作
品
に
は
そ
の
屋
根
の
形
が
二
種
類
存
在
す
る
。
一
方
は
本
作
品
（
図
３
）
や
川
西

家
本
（
図
４
）
の
よ
う
な
方
形
造
、
他
方
は
神
戸
市
博
本
（
図
５
）
や
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
（
図
６
）
の
よ
う
に
上
部
に
ア
ー
チ
状
の
龍
の
飾

り
が
付
い
た
屋
根
で
あ
る
。
こ
の
二
種
類
の
屋
根
の
形
の
相
違
の
根
拠
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
だ
が
、
同
じ
形
の
屋
根
を
持
つ
作
品
に
分

類
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
形
式
に
基
づ
く
絵
画
相
互
の
関
連
性
を
考
察
す
る
手
が
か
り
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
本
作
品

狩
野
内
膳
系
南
蛮
鬟
風
に
つ
い
て
の
一
考
察
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図 2 南蛮鬟風（神戸市立博物館蔵） （右隻）

（左隻）

図 1 南蛮鬟風（個人蔵） ［写真提供］堺市博物館

狩
野
内
膳
系
南
蛮
鬟
風
に
つ
い
て
の
一
考
察
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図 3 館の屋根（個人蔵）図 4 館の屋根（川西家本）

図 5 館の屋根（神戸市博本）図 6 館の屋根（ミュンヘン本）

図 7 館の一階入口（神戸
市博本）

図 8 館の一階入口（個人
蔵）

図 9 聖堂（個人蔵）

狩
野
内
膳
系
南
蛮
鬟
風
に
つ
い
て
の
一
考
察
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図 10 聖堂（神戸市博本）図 11 テラス（個人蔵）

図 12 テラス（リスボン本）図 13 船上のフランシス
コ会士（個人蔵）

図 14 船上のフランシスコ
会士（神戸市博本）

図 15 馬を走らせる南蛮人（個人蔵）

狩
野
内
膳
系
南
蛮
鬟
風
に
つ
い
て
の
一
考
察
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図 16 馬を走らせる南蛮人（神
戸市博本）

図 17 南蛮船を見送る人々（個人蔵）

図 18 聖堂前の人々（神戸市博本）図 19 南蛮人（神戸市博本）

図 20 南蛮人（神戸市博本）図 21 南蛮人（神戸市博本）

狩
野
内
膳
系
南
蛮
鬟
風
に
つ
い
て
の
一
考
察

三
八



は
、
館
の
一
階
に
外
に
面
し
て
二
人
の
女
性
と
一
人
の
子
ど
も
の
姿
は
確
認
で
き
る
が
、
神
戸
市
本
（
図
７
）
や
川
西
家
本
、
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
本
に
描
か
れ
て
い
る
男
性
の
姿
は
見
え
な
い
（
図
８
）
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。

館
の
右
後
方
に
は
上
部
が
ド
ー
ム
状
の
建
築
（
本
稿
で
は
以
下
、
聖
堂
と
呼
ぶ
）
が
あ
り
、
内
部
に
デ
ウ
ス
（
天
主
、
神
）
の
聖
画
が

祀
ら
れ
て
い
る
（
図
９
）。
こ
の
よ
う
な
形
態
の
聖
堂
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
に
は
見
ら
れ
ず
、
強
い
て
言
え
ば
半
球
形
の
仏
舎
利
塔
、
釣

鐘
形
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
な
ど
、
仏
教
建
築
と
の
形
態
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
聖
堂
は
神
戸
市
博
本
（
図
１０
）、
川

西
家
本
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
そ
の
他
に
も
見
ら
れ
、
や
は
り
内
部
に
は
デ
ウ
ス
や
聖
母
子
の
聖
画
が
見
ら
れ
る
。

本
作
品
に
お
い
て
、
聖
堂
の
裏
手
に
あ
る
海
に
張
り
出
し
た
テ
ラ
ス
状
の
建
物
は
、
神
戸
市
博
本
で
は
土
台
と
手
す
り
し
か
見
え
て
い

な
か
っ
た
が
、
本
作
品
で
は
屋
根
ま
で
描
か
れ
て
お
り
、
内
部
に
は
三
人
の
女
性
の
姿
が
見
え
る
（
図
１１
）。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
や
川
西
家

本
、
リ
ス
ボ
ン
本
に
は
同
様
の
建
物
が
見
ら
れ
る
が
、
女
性
の
姿
は
本
作
品
よ
り
も
多
い
（
図
１２
）。
そ
の
結
果
、
本
作
品
は
女
性
の
人

物
が
生
じ
さ
せ
る
に
ぎ
や
か
さ
に
は
や
や
欠
け
、
寂
し
い
感
が
あ
る
。

画
面
右
側
の
南
蛮
船
に
目
を
や
る
と
そ
こ
に
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
の
姿
が
見
え
る
（
図
１３
）。
神
戸
市
博
本
で
は
左
隻
で
は
な
く
右

隻
の
南
蛮
船
に
同
会
士
が
乗
船
し
て
い
る
た
め
（
図
１４
）、
図
様
を
移
動
さ
せ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
本
作
品
の
船
体
側
面
の
デ

ッ
キ
に
い
る
人
物
も
、
神
戸
市
博
本
の
右
隻
の
船
体
デ
ッ
キ
に
描
か
れ
て
い
た
人
物
を
移
動
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。

画
面
右
下
方
の
陸
地
に
は
、
出
港
す
る
南
蛮
船
を
見
送
り
に
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
南
蛮
人
の
一
群
が
右
か
ら
左
へ
と
馬
を
走
ら
せ
て

い
る
（
図
１５
）。
馬
が
二
頭
描
か
れ
て
い
る
点
は
、
一
頭
の
み
の
神
戸
市
博
本
（
図
１６
）
よ
り
も
、
川
西
家
本
や
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
の
二
頭

の
馬
の
構
図
に
近
い
。

左
へ
向
か
う
馬
の
走
る
前
方
、
ち
ょ
う
ど
画
面
の
中
央
に
は
南
蛮
船
を
見
送
る
人
々
が
集
ま
っ
て
い
る
（
図
１７
）。
そ
れ
ら
の
人
物
を

右
か
ら
順
に
見
て
み
る
と
、
子
ど
も
、
黒
い
服
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
、
後
ろ
向
き
の
南
蛮
人
、
片
手
を
胸
に
当
て
た
南
蛮
人
、
帽
子
を
取
り

片
手
を
挙
げ
た
南
蛮
人
、
両
手
を
腰
に
当
て
た
南
蛮
人
、
帽
子
を
腹
に
当
て
片
手
を
腰
に
ま
わ
し
た
南
蛮
人
、
片
手
を
頭
に
や
り
片
手
で

狩
野
内
膳
系
南
蛮
鬟
風
に
つ
い
て
の
一
考
察
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マ
ン
ト
の
裾
を
つ
ま
む
南
蛮
人
の
八
人
と
な
る
。
そ
の
う
ち
右
側
か
ら
五
人
の
南
蛮
人
の
集
団
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
神
戸
市
博
本
で

は
左
隻
左
側
の
聖
堂
の
下
に
立
っ
て
い
る
（
図
１８
）。
ま
さ
に
神
戸
市
博
本
の
五
人
の
人
物
の
作
る
空
間
を
、
そ
の
ま
ま
切
り
取
っ
て
本

作
品
中
央
に
移
動
さ
せ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
次
に
、
本
作
品
の
右
か
ら
六
番
目
の
両
手
を
腰
に
当
て
た
南
蛮
人
は
、
神
戸
市
博
本
で
も

ほ
ぼ
同
位
置
に
見
ら
れ
る
（
図
１９
）。
本
作
品
の
右
か
ら
七
・
八
番
目
の
人
物
は
、
一
見
、
神
戸
市
博
本
で
も
同
位
置
に
立
っ
て
い
る
二

人
の
よ
う
で
あ
る
（
図
２０
）。
し
か
し
よ
く
見
る
と
、
本
作
品
の
帽
子
を
腹
に
当
て
片
手
を
腰
に
ま
わ
し
た
人
物
と
、
片
手
を
頭
に
や
り

片
手
で
マ
ン
ト
の
裾
を
つ
ま
む
人
物
は
、
神
戸
市
博
本
の
同
位
置
の
二
人
と
は
若
干
ポ
ー
ズ
が
異
な
る
。

こ
こ
で
、
神
戸
市
博
本
の
画
面
で
こ
れ
ら
の
人
物
の
群
像
の
左
に
目
を
移
す
と
、
輿
に
乗
っ
た
人
物
を
迎
え
る
か
の
よ
う
に
左
を
向
い

た
二
人
の
南
蛮
人
の
姿
が
見
え
る
（
図
２１
）。
こ
の
二
人
を
左
右
反
転
さ
せ
た
姿
こ
そ
、
先
述
の
本
作
品
の
二
人
の
姿
で
あ
る
。
第
二
類

の
作
品
に
限
ら
ず
、
南
蛮
鬟
風
全
般
に
お
い
て
先
行
作
品
の
図
様
を
用
い
る
こ
と
は
通
常
行
わ
れ
て
お
り
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
右
隻
と

左
隻
の
間
で
も
図
様
が
移
動
す
る
例
も
あ
る
。
こ
れ
は
南
蛮
鬟
風
の
制
作
に
完
全
あ
る
い
は
部
分
図
の
下
絵
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な

い
が
、
し
か
し
図
様
を
反
転
さ
せ
て
用
い
る
例
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
、
先
行
す
る
神
戸
市
博
本
の
構
図
を
基
に
こ
の
よ

う
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
試
み
た
本
作
品
の
筆
者
の
発
想
力
お
よ
び
構
成
力
が
う
か
が
え
る
。

本
作
品
独
特
の
構
図
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ゾ
ウ
と
輿
に
乗
っ
た
人
物
の
位
置
で
あ
る
。
他
の
第
二
類
の
作
品
は
い
ず
れ
も

第
六
曲
に
ゾ
ウ
、
第
五
曲
に
輿
に
乗
っ
た
人
物
を
描
い
て
い
る
が
、
本
作
品
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
曲
ず
つ
右
に
移
動
し
て
い
る
。
あ
た
か
も

歩
が
進
み
物
語
が
進
行
し
た
か
の
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
館
の
前
庭
の
空
間
に
ゾ
ウ
の
代
わ
り
に
描
か
れ
た
岩
組
み
と
樹
木
の
表
現

に
や
や
粗
雑
さ
を
感
じ
る
の
は
、
筆
者
の
技
量
の
限
界
で
も
あ
ろ
う
か
。

本
作
品
が
神
戸
市
博
本
や
川
西
家
本
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
と
も
う
一
つ
異
な
る
の
は
、
画
面
に
洋
犬
が
登
場
し
な
い
点
で
あ
る
。
他
の
作

品
で
は
右
隻
・
左
隻
と
も
に
一
〜
三
匹
の
洋
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
作
品
と
同
じ
よ
う
に
左
隻
に
洋
犬
が
描
か
れ
て
い
な
い
例
は
、
第

二
類
の
南
蛮
鬟
風
に
お
い
て
も
西
蓮
寺
蔵
と
矢
代
家
蔵
の
も
の
が
あ
る
。
た
だ
し
両
作
品
は
狩
野
内
膳
の
落
款
・
印
章
も
無
く
、
神
戸
市

狩
野
内
膳
系
南
蛮
鬟
風
に
つ
い
て
の
一
考
察

四
〇



博
本
を
基
準
に
み
る
と
か
な
り
構
図
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
や
や
稚
拙
と
も
感
じ
ら
れ
る
画
様
も
後
の
時
代
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
比
べ
本
作
品
は
、
人
物
の
位
置
の
移
動
な
ど
に
よ
り
画
面
構
成
こ
そ
や
や
異
な
る
も
の
の
、
内

膳
筆
の
神
戸
市
博
本
、
あ
る
い
は
内
膳
様
と
い
う
べ
き
川
西
家
本
の
図
様
を
色
濃
く
受
け
継
い
で
い
る
た
め
、
筆
者
が
洋
犬
の
図
様
を
知

ら
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
見
落
と
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
意
図
的
に
省
い
た
可
能
性
が
高
い
。
た
と
え
本
作
品
の
よ
う
に
洋
犬
を
省
い

て
も
画
面
の
構
成
が
大
き
く
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

（
四
）

本
節
で
は
、
先
述
し
た
本
作
品
の
特
異
性
を
他
の
南
蛮
鬟
風
と
比
較
し
て
論
じ
る
。
そ
れ
は
、
先
に
指
摘
し
た
地
面
や
雲
に
金
箔
を
貼

ら
ず
金
銀
の
切
箔
を
散
ら
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
現
存
す
る
南
蛮
鬟
風
の
う
ち
、
金
箔
を
貼
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
金
箔
押
地
で
は
な
い
作

品
は
、
本
作
品
以
外
第
二
類
に
は
無
く
、
第
一
類
で
は
天
理
図
書
館
蔵
の
も
の
が
あ
る
。
金
銀
の
切
箔
を
散
ら
し
て
い
る
点
も
同
様
で
、

第
二
類
で
は
本
作
品
し
か
例
が
無
く
、
金
銀
の
切
箔
や
砂
子
を
散
ら
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
作
品
は
、
第
一
類
で
は
神
戸
市
立
博
物
館
蔵

の
も
の
（
残
欠
）、
本
泉
寺
蔵
の
も
の
な
ど
が
あ
る
。

こ
こ
で
南
蛮
鬟
風
と
呼
ぶ
の
は
適
当
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
南
蛮
鬟
風
の
三
つ
の
構
図
を
受
け
継
が
ず
に
南
蛮
風
俗
を
表
し
た
風

俗
画
（
こ
れ
を
南
蛮
鬟
風
史
の
末
期
に
含
む
説
も
あ
る
）
で
は
、
金
箔
を
貼
ら
な
い
淡
彩
の
作
品
も
登
場
す
る
。
ま
た
日
本
絵
画
史
上
、

南
蛮
鬟
風
を
含
む
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
の
風
俗
画
、
一
般
的
に
「
近
世
初
期
風
俗
画
」
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い

て
、
金
箔
押
地
で
は
な
く
金
泥
を
引
い
た
画
面
や
、
砂
子
、
野
毛
、
切
箔
の
使
用
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
時
代
を
追
う
ご
と

に
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
本
作
品
は
、
第
二
類
の
構
図
を
と
り
な
が
ら
切
箔
を
用
い
て
い
る
唯
一
の
例
で
あ
り
、
こ
こ
に
こ
の
作

品
の
意
義
が
存
在
し
、
そ
の
制
作
年
代
の
推
定
の
糸
口
と
な
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

狩
野
内
膳
系
南
蛮
鬟
風
に
つ
い
て
の
一
考
察

四
一



筆
者
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
た
い
。
本
作
品
の
基
本
的
な
構
図
と
図
様
は
、
神
戸
市
博
本
の
よ
う
な
先
行
す
る
第
二
類
の
作
品
あ
る

い
は
そ
の
下
絵
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
り
、
個
々
の
図
様
を
見
る
と
模
写
特
有
の
線
の
単
調
化
、
大
き
さ
の
曖
昧
さ
な
ど
描
写
力
の
甘
さ
は

否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
右
隻
・
左
隻
の
垣
根
を
越
え
た
図
様
の
移
動
、
そ
し
て
左
右
反
転
さ
せ
た
図
様
の
使
用
な
ど
、
大
胆
な
配
置

に
こ
の
筆
者
の
セ
ン
ス
と
独
創
性
が
う
か
が
え
る
。

線
を
重
ね
て
う
ね
り
を
出
し
た
頻
波
の
表
現
も
第
二
類
の
作
品
と
し
て
は
独
特
で
あ
る
。
こ
の
波
は
天
理
図
書
館
蔵
の
も
の
や
、
ク
リ

ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
蔵
の
も
の
な
ど
、
長
谷
川
派
の
絵
師
に
よ
る
と
さ
れ
る
作
品
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
長
谷
川
派
の
描
く
波

は
波
頭
の
描
写
が
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
り
、
描
線
も
硬
い
。
本
作
品
に
見
ら
れ
る
淡
彩
の
波
の
表
現
は
、
む
し
ろ
土
佐
派
の
描
く
波

に
近
い
か
も
し
れ
な
い
。
画
面
左
の
細
長
く
立
つ
樹
木
も
狩
野
派
よ
り
は
土
佐
派
の
表
現
に
近
い
と
の
推
論
も
可
能
で
あ
る
。
現
時
点
で

は
長
谷
川
派
お
よ
び
土
佐
派
の
作
品
は
第
一
類
に
し
か
確
認
で
き
な
い
た
め
、
本
作
品
の
筆
者
が
狩
野
派
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
作

品
の
存
在
は
、
従
来
の
南
蛮
鬟
風
分
類
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
本
作
品
よ
り
内
膳
の
画
風
に
近
い
川
西

家
本
は
、
本
作
品
の
先
行
作
で
あ
る
可
能
性
を
も
示
唆
す
る
。

こ
れ
ら
の
考
察
よ
り
、
内
膳
系
の
第
二
類
の
作
品
が
、
も
は
や
狩
野
内
膳
の
工
房
の
み
に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
他
流
派
の
絵
師
に

よ
っ
て
も
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
狩
野
内
膳
系
の
構
図
の
人
気
の
高
さ
を
裏
付
け

る
こ
と
を
も
意
味
す
る
。

お

わ

り

に

こ
れ
ま
で
論
述
し
た
よ
う
に
、
本
作
品
の
図
様
は
、
内
膳
筆
の
神
戸
市
博
本
、
あ
る
い
は
内
膳
様
と
い
う
べ
き
川
西
家
本
に
強
い
影
響

を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
影
響
力
は
、
土
佐
派
と
の
関
連
を
考
え
つ
つ
も
、
狩
野
内
膳
の
落
款
・
印
章
を
持
た
な

狩
野
内
膳
系
南
蛮
鬟
風
に
つ
い
て
の
一
考
察

四
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い
他
の
第
二
類
の
作
品
は
も
と
よ
り
、
内
膳
の
落
款
を
有
す
る
リ
ス
ボ
ン
本
よ
り
も
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
時
に
、
そ
の
制
作
年
代

を
、
神
戸
市
博
本
お
よ
び
川
西
家
本
よ
り
後
で
あ
り
、
リ
ス
ボ
ン
本
よ
り
先
行
す
る
こ
と
か
ら
、
十
七
世
紀
初
期
と
推
定
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
作
品
を
「
狩
野
内
膳
系
南
蛮
鬟
風
」
と
呼
ぶ
の
が
適
切
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
第
二
類
の
中
で
唯
一
、
金
地
で
は
な
く
切
箔
を
用
い
た
本
作
品
の
異
例
な
様
式
は
、
第
二
類
作
品
を
生
み
出
し
た
内
膳
工
房

の
制
作
の
あ
り
方
お
よ
び
第
一
類
と
第
二
類
の
筆
者
の
関
連
を
再
考
し
、
南
蛮
鬟
風
の
分
類
を
再
構
築
す
る
手
が
か
り
と
な
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

註盧

岡
本
良
知
・
高
見
沢
忠
雄
『
南
蛮
鬟
風
』
解
説
巻
（
一
九
七
〇
年

鹿
島
研
究
所
出
版
会
）

盪

拙
稿
「
狩
野
内
膳
と
南
蛮
鬟
風
│
│
そ
の
画
風
の
確
立
と
継
承
│
│
」『
美
学
論
究
』
第
十
八
編
（
二
〇
〇
三
年

関
西
学
院
大
学
文
学
部
美
学

研
究
室
）

蘯

高
見
沢
忠
雄
「
南
蛮
鬟
風
の
分
類
」『
探
訪
大
航
海
時
代
の
日
本
』
七
巻
（
一
九
七
九
年

小
学
館
）
所
収
の
表
を
参
照
。
同
氏
は
前
掲
書
盧
に

お
い
て
も
南
蛮
鬟
風
構
図
分
類
表
を
示
し
て
い
る
が
、
両
者
の
区
分
に
相
違
が
あ
る
た
め
本
稿
で
は
近
年
の
論
文
の
表
に
従
う
も
の
と
す
る
。

盻

前
掲
書
盧

眈

従
来
は
川
西
家
蔵
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
現
在
は
そ
の
存
在
に
不
明
な
点
が
多
い
。

眇

現
在
は
文
化
庁
所
蔵
で
あ
り
、
平
成
十
七
年
秋
に
開
館
予
定
の
九
州
国
立
博
物
館
（
仮
称
）
に
展
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

眄

拙
稿
「
南
蛮
鬟
風
考
│
│
狩
野
内
膳
筆
の
作
品
を
中
心
に
│
│
」（
修
士
論
文

二
〇
〇
二
年
）

眩

前
掲
論
文
盪

眤

同
展
は
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
と
の
共
同
企
画
で
あ
り
、
岐
阜
展
は
特
別
展
「
南
蛮
│
│
信
長
・
秀
吉
・
家
康
の
み
た
東
西
交
流
│
│
」（
平
成
十

五
年
三
月
一
日
〜
三
〇
日
）
と
題
し
て
開
催
さ
れ
た
が
、
本
作
品
は
出
展
さ
れ
て
い
な
い
。

〈
附
記
〉
作
品
の
調
査
に
際
し
、
所
蔵
者
の
方
お
よ
び
堺
市
博
物
館
吉
田
豊
先
生
に
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

│
│
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
│
│

狩
野
内
膳
系
南
蛮
鬟
風
に
つ
い
て
の
一
考
察

四
三


